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標標標標標

るきで解理を患疾○
るきで大拡を動行てい基に表ンョシ－テリビハリ臓心○

　の慣習活生と患疾○
るきで解理を連関

　点題問の慣習活生○
るきで識認を

が性要必の薬服内○
るきで解理

理管分日一を薬お○
るきで

るきで理管分間週一を薬お○
るきでが理管己自の分水と重体○

いなが状症全不心○
るきで定設を標目善改な的体具、し識認を点題問と性要必るす善改を慣習活生○

検検検検検
査査査査査

、図電心、液血てじ応に状病
すまい行を査検のどなンゲトンレ、波音超

食食食食食
事事事事事

。すで食示指
）（日１ lm 。すまりあが限制水飲のでま

* 。すまし理管が師護看

すまりなと院退、後食朝

観観観観観
察察察察察
・・・・・
処処処処処
置置置置置

すまり測宜適を温体、拍脈、圧血

を－タニモ図電心てじ応に状病
すまい行を入吸素酸、し着装

すまれ入を管の尿てじ応に状病

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

すましを滴点に的続持

は薬おるいてれさ用服段普
すましりか預おが師護看

を分日一朝毎は薬お
すまり配

自ごを薬おの分日一
だたいてし理管で分

すまき

し渡お分間週１は薬
すまし

いてし理管で分自ご
すまきだた

行行行行行
動動動動動

リビハリ臓心の紙別はていつに作動活生常日や理管潔清
すまし明説てっ沿に表ンョシーテ

すまりなと院退

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
ていつに画計療治院入と状病

明説りよ師護看
ていつに活生院入

　　明説りよ師護看
に慣習活生と全不心・

　　　　　　ていつ
え答おにト－ケンア・
チの慣習活生きだたい
　　　すましをクッェ

　
を点題問の慣習活生・

すまえ考に緒一

明説りよ師剤薬
ていつに薬お

　 　導指るよに師護看
を点題問の慣習活生
改な的体具、し理整
すまし案提を法方善

　導指るよに師剤薬
ていつに薬お

　導指るよに士養栄
に法療事食
ドッベていつ

すまし問訪

明説りよ師医
ていつに状病・

画計療治の後院退・
を標目善改の慣習活生・

すまし定設に緒一

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退・

にトーケンア前院退・
すまきだたいえ答お

明説りよ師護看
すまし収回をトーケンア前院退

ていつに日診受来外回次
】日　　月　　【

説明医師

看護師

＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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心電図モニター、酸素吸入、尿の管は病状に応じて外します

点滴は病状に応じて終了します
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【病名病名病名病名病名：　　　　　　　　　　 】
〔病棟　　　　　〕

○上記説明を受けました　
平成　　年　　月　　日

(本人・家族)


